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まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「7月下旬発行予定」です。8月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［5月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和5年3月24日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

企業等社会貢献活動研究会の活動報告
「企業等社会貢献活動研究
会」（以下「社貢研」）は、市民・
企業・行政による協働のまちづ
くりを進めるために、社会貢献
活動に関する情報交換や活動
促進・協働を図る場として、平
成10年に発足しました。
現在、広島市内に本社又は

支社・支店を置き社会貢献活動に取り組む企業・団体、20社2団体で
構成しています。
情報交換や活動紹介の場として例会を年に4回行うほか、以下で報

告するボランティア活動や協働セミナーをなど通して、企業の社会貢
献活動の普及啓発に取り組んでいます。

愛のカレンダー収集・配布大作戦
職場などで余っているカレンダーを社貢研の各企業・団体で収集し、

広島平和文化センターや広島市社会福祉協議会などの団体を通じて、
広島で暮らす留学生や地域の高齢者にお配りしている事業です。24回
目を迎える今年は、カレンダー 6,993部、手帳2,066冊を寄贈すること
ができました。

ひろしま男子駅伝応援・清掃ボランティア
1月に開催されているひろしま男子駅伝を応援し、盛り上げるととも

に沿道の環境美化を行う活動です。平和大通りに設置した2か所のご

みステーションを拠点に、平和
大通り沿いに落ちているごみを
集めました。
参加企業・団体から300名程

の参加があり、可燃、不燃、
ペットボトル、カン・ビンなど計
30袋を収集することがきました。

協働セミナー
参加企業・団体だけでなく一般の方も対象に協働セミナーを3月に

開催しました。今年度のテーマは「持続可能な消費と生産　食品ロス
削減活動からみるCSR（企業の社会的責任）」として、社会福祉法人
正仁会フードバンク事業あいあいねっと代表の原田佳子さんを講師に、
現状と課題について学びました。

まちづくり市民交流フェスタ2022企画事業
11月に2日間にわたり開催されたまちづくり市民交流フェスタ2022で

は、企画事業として花王グループカスタマーマーケティング㈱より「好
印象大人＆スキンケアセミナー」、日本航空㈱広島支店より「JAL整備
士による航空教室」を開催しました。企業のノウハウを生かしたより専
門的な内容で、参加者には大変喜ばれました。
今後も市民の皆さんに社貢研の活動を還元していけるよう取り組ん

でいきます。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！
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しゅんぎょう／春の暁。春の明け
方。暁は夜明け、明け方のこと。
夜の明ける気配はあるもののあ
たりはまだ薄暗い。

広島市
青少年
センター

▶らしっくレポート  マリンバで平和を奏でる広島ジュニアマリンバアンサンブル
▶らしっくコラム  「平和」の小さくて大きな一歩 ▶ようこそ！公民館へ～安佐北区内公民館～ ▶人材バンク 名人 宝人 達人 
▶H㎡助成支援団体のご紹介 ▶情報の森 ▶プラザ通信

連載

「平和」とは何か、今考える

暮らしの中に
感じる平和

CLOSE UP
▲例会の様子（リモート併用）

▲ごみステーション

SMBCコンシューマーファイナンス㈱、NHK広島放送局、㈱NTTドコモ
中国支社、NTT中国支店、花王グループカスタマーマーケティング㈱、
損害保険ジャパン㈱、中国電力㈱、㈱中国放送、テルウェル西日本㈱
中国支店、日本航空㈱広島支店、日本たばこ産業㈱広島支社、
㈱パソナ、広島ガス㈱、㈱広島銀行、（社福）広島市社会福祉協議会、
広島商工会議所、広島信用金庫、広島テレビ放送㈱、広島電鉄㈱、
㈱広島ホームテレビ、マツダ㈱、㈱もみじ銀行
【オブザーバー】広島市（市民局市民活動推進課）
【事務局】広島市まちづくり市民交流プラザ

参加企業・団体名簿（五十音順）



参加体験型の学びの可能性を
最大限に高め、学びを通じて
持続可能な世の中を目指す

特定非営利活動法人これからの学びネットワーク

誰もが、穏やかな日常を送ることができる、
平和な世の中を望んでいます。
平穏な日々、身近な幸せを守るために、
さまざまな活動をしている団体を紹介します。

「平和」とは何か、今考える

暮らしの中に感じる平和

子どもから大人まで、自ら考え、
仲間と協働し実行する、学びの場を提供
持続可能な世の中へ、と国連が掲げている17の目標。理解は

しているものの果たして私たちに何ができるのか？と思う人も少な
くないはず。そんな中、持続可能な世の中を作るためには質の高
い「参加体験型」の学びが必要と考え、平成20年に設立された

のが「特定非営利活動法人これからの学びネットワーク」です。代
表理事を務めるのは河野宏樹さん。環境やまちづくりに関する事
業のプロデュース、プログラム開発、指導者育成などを専門とし、
7人の理事と運営しています。
来広する修学旅行生を対象に、平和学習を行うことからスター

トし、大学と連携したボランティアや体験活動、小学生を対象とし
たさまざまな参加体験クラブ、教室を飛び出して行う自然学校など、
設立以来「もっとこんなことも」とスタッフの思いが形になり事業は
拡大していきました。「子どもたちにはとにかくたくさんの体験をして
ほしい。言葉も大切ですが体験して学ぶことって尊いんです」と話
す河野さん。
現在、平和学習事業、自然学校事業、放課後児童クラブ事業

など7つの事業を展開。例えば、五日市小学校区2箇所で運営し
ている、放課後児童クラブでは、放課後や長期休暇中の児童の
体験や学びをサポート。主に土曜日や長期休暇中には、人気の
参加体験型クラブが実施され、学校、家庭、それぞれの場所で
がんばっている子どもたちの、第三の場所として存在しています。

CLOSE
UP

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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「平和」とは何か、今考える
暮らしの中に感じる平和
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▶特定非営利活動法人これからの学びネットワーク

3人のミーティング
の様子

▶ヒバク2世の語ろう会

お揃いのTシャツを作り、
気持ちをひとつにする
皆さん

▶江波山ラジオ体操の会

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶子育て支援・中高齢者の健康生きがいづくり支援
　山崎 勇三さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶マリンバで平和を奏でる
　広島ジュニアマリンバアンサンブル

らしっくコラム
▶「平和」の小さくて大きな一歩
　広島女学院大学
　人間生活学部児童教育学科
　加藤 美帆 准教授

06 ようこそ！公民館へ
▶安佐北区内公民館

11 情報の森

15 プラザ通信

ここで教えるのは「比べるのは他の誰かではなく自分」ということ。
宿題をする、ルールを守る、これは全て自分のため。「自分が出来
ているかどうかが大切で、自分軸をしっかり持つことに意味があり
ます。そうすると自己肯定感も高まり、他人と比べ苦しむことも避け
られる。どんな自分でもいいと受け入れ、楽しんでもらえたら」と河
野さんは微笑みます。

「そもそも平和ってなんだろう？」を
考えるワークショップ
当団体の平和学習事業のひとつ、参加体験型のワークショップ

「ピースクリエイターになろう」は、平和について思考を深めること
を目的としており、グループワークと個人ワークを織り交ぜた90～
120分。経験豊富なファシリテーターがサポートします。オリエン
テーションから始まり、世論調査ではインタビュー形式で質問を投
げかけ、それぞれが思う「平和」を知る。そして実際の新聞を
使って現代社会に溢れる平和的なものと平和的でないものを探り、
最後に、自分自身の「ピースクリエイター＝平和を創り出す人」とし
ての第一歩をまとめ「平和」という、 あいまいな概念を、身近で具
体的な言葉に落とし込みます。
当団体では「学

んだことを、自分
の日常生活に溢れ
ている出来事や
価値観と結びつけ
ることで平和を考
えることにつなが
る」と考えます。戦
争の悲惨さを学ぶ
と同時に、いまの自分に置き換えてみる。穏やかな日常こそが平
和なのでは？と、自分で気づく。この「自分への置き換え」ができ
ると、想像力が高まり「平和」を身近なこととして捉えることができる
ようになるといいます。
平和への考え方は人それぞれ。平和について、自分の考えを
持つことが、重要だと教えられました。
※「ピースクリエイターになろう」ワークショップのお問い合わせ先
info@koremana.net

広島を訪れた修学旅行生が
「ピースクリエイターになろう」
に参加する様子

▲ 自然学校「九門明自然学校」（北広島町大朝）の様子

▲ 大学と連携して行う事業の様子

▲ 自然体験活動の指導者養成研修の様子

きひろのこう

koremana.net/

09 H㎡助成支援団体のご紹介
▶ひゃくなん会
▶妙聲寺ほのぼの寺子屋
▶特定非営利活動法人ここ惚れわんわん
▶くらりか広島

参加体験型クラブで学ぶ小学生

0201



1人が始めたラジオ体操
今では100人を超える日も
1年365日、よほどの悪天候の日を除くほぼ毎日、お正月もお盆も
欠かさず、朝6時半から江波山公園内でラジオ体操を続けている
のが「江波山ラジオ体操の会」です。もともとは、昭和44年に、近
隣に勤める人が、毎朝公園内でラジオ体操をし、散歩する人たち
にも声を掛けたのがきっかけです。以来、1人、2人と参加者が増
え続け、54年も続いています。
「今は健康維持、老化予防、地域交流を目的に、毎朝続けて
います」と初代会長を務めた花本芳雄さん。近頃は、1日平均50
人ほどが参加。年齢は70歳から80歳くらいの人が多く、最高齢は
90歳。近隣の江波南、江波二本松、江波栄町の住民が中心で、
舟入や観音から来る人もおり、松井広島市長も何度も参加されて
いるそうです。
また平成29年から始まった、広島市の「高齢者いきいき活動ポ
イント事業」※の対象になった頃から参加者が増え始め、多い日は
約80人、日曜日や冬場は少ないそうですが、小学校の夏休み期
間中は子どもたちも参加して、100人を超える日もあるそうです。発
足50年目の令和元年には、ラジオ体操優良団体等表彰を受け、
江波山公園内に記念の桜の木を植樹しました。

※「高齢者いきいき活動ポイント事業」とは、広島市在住の65歳以上の高
齢者が、自らの健康づくりや地域支援のために行う活動（いきいき活動）
を奨励するためのもの。活動実績に基づき付与されるポイント数に応じ
て、奨励金が支給される。

何気ない日常のコミュニケーションが
地域の絆を結ぶ
「江波山公園を
登る坂道は急こう
配で、毎朝登ってく
るだけでも大変で
す。常連の参加者
に誘われて来る新
しい人も、この坂道
に挫折して、数日
参加して来なくなっ
た人も大勢います。継続は力なり、と言いますが、毎日続ける事の
難しさがよく分かります」。参加者は、朝6時頃から集まり始め、ラ
ジオ体操の前には江波山公園周辺のゴミや落ち葉を集めたり、ト
イレ掃除など清掃活動も行っています。「夫婦で参加する人もい
れば、ひとりで参加する人もいる。名前は知らなくても、顔を見れ
ばすぐ分かる。ラジオ体操が始まる前、そして終わった後、みんな
で他愛もない日常について話をしたり、カープ談義をしたり。1年に
1回、有志30人ほどでカープ観戦に出掛けたりと、地域のコミュニ
ケーションの場、絆を強める場にもなっています」と花本さん。普段
参加している人が、数日来ないと心配になって、みんなで訪ねて
行ったこともあるそうです。
誰もが子どもの頃から親しんだラジオ体操が繋ぐ、地域の絆。
時代は移ろい変われど、平和な世の中だからこそできる、日々の
営みなのかもしれません。

ヒバク2世の語ろう会

亡くなった親族の体験を伝えたい
手法を模索する中で見つけた新たな道
広島市内の被爆2世3人が、被爆した親族の証言を次世代に

伝えるグループとして、令和4年5月に設立したのが「ヒバク2世の
語ろう会」です。被爆2世3世で構成され、親族から聞いた被爆、
戦争に関する話を次世代に残し伝えていくことを目的にしています。
会を発足する背景には、被爆者の高齢化に伴い、被爆体験を

伝える人が年々少なくなっている中、平成24年度から始まった広
島市の被爆体験伝承者養成事業があります。自らの被爆体験等
を伝える「被爆体験証言者」と、被爆体験証言者から被爆体験
及び平和への思いを受け継ぎ、それを伝える「被爆体験伝承者」
制度。さらに令和4年度からは、家族の被爆体験等を受け継ぎ伝
える「家族伝承者」制度があり、それぞれ研修を積み重ね、平和
記念資料館等で修学旅行生や海外からの訪問者等を対象に講
話を実施します。
「新たに始まった「家族伝承者」制度は、存命の家族から体験
を受け継ぐことが条件です。家族の被爆体験を知っていても、病
気や死別で認定のための確認が出来ず応募出来なかった人がい
る、と言った話を聞き、家族の中に残された記憶や記録、そういっ
た貴重な証言も残さなきゃいけないと思い、はじめました」と代表を
務める佐々木佐久子さん。同じ被爆体験伝承者で旧知の水野隆則
さん、瀧口裕子さんと会を設立しました。瀧口さんは家族伝承者
を断念した一人。7年前に亡くなった、被爆者の母が執筆した原
稿や資料などは多くありましたが、家族存命の要件を満たせず、
研修への参加はできませんでした。
もうひとつの背景として、被爆者健康手帳を持つ人が、令和3
年度末に全国で12万人を割り、広島市内では約3万9千人まで減
少。平均年齢も84.5歳と高齢化が進み、被爆体験の風化が進ん
でいる現実もあります。また平和記念公園内にある「国立追悼祈
念館」には、約14万7千人近くの被爆者の方々の手記がある一方

で、遺族でさえ手記
の存在を知らない
人がいたり、思いが
きちんと伝わってい
なかったりするので、
その思いを知る機
会を創出していきた
いと考えたそうです。

被爆体験伝承者として蓄積した
ノウハウを共有しサポート
設立後、毎月2回の
勉強会を開催し30代
から60代の約20人が
参加しています。3人
が中心となり、家族伝
承者の研修生や、研
修会への参加資格を
喪失した人に、伝承
者として必要な原稿の書き方や、話し方をアドバイス。令和5年3月
には、一般市民向けへの講話会を開きました。
「被爆体験伝承者、家族伝承者ともにクリアするための条件
（被爆体験証言者や被爆者である親や親戚の体験の聞き取りの
ほか、伝承する被爆者が講話の内容の確認に協力できることな
ど）に対応することが難しい場合が多々あるんです。そうなると、
どうしても対象外になるケースが出てくる。時間が経過する中、未
来に伝え、残さなければならないのに、どのように対応すべきか。
活動はジレンマとの闘いです」と水野さん。時代が変化し、証言
内容は、主観ではなく、客観的な事実のみ伝えないといけない、
それぞれの思いとの矛盾。その矛盾をいかにクリアし、いかに思
いを伝えていくのか。年を重ねる毎に、制度の在り方等も変わる中、
3人は議論を交わし、進むべき方向を模索しています。
「伝承者として学ぶべき、伝えるべき事はたくさんあります。被爆
の実相はもちろんですが、被爆者の家族としてこれまで一緒に過
ごしてきた思いも、歴史の一部です。過去を振り返るだけではなく、
今、そして未来に向けてそれぞれの家族の生き様をどう伝えてい
くのか。それも平和へ繋がっていくひとつの手段ではないでしょう
か」と水野さん。
3人は今後も、やる気と熱意、そして志を持って勉強会に参加

する人を歓迎。原稿を書ける人、上手く書けない人、上手く語れ
る人、上手く語れない人、さまざまな人がいますが、伝承者として
独り立ちできるように一緒に学んでサポートしていきたいそうです。
「ヒバク2世の語ろう会」への質問、参加希望の方は、下記へご
連絡ください。
事務局 082-843-7814（13時～18時・土日祝除く）
※留守番電話の場合はお名前・電話番号・メッセージをお願いし
ます。

家族の被爆体験を語り継ぎ、大切な証言を未来へ繋ぐ
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江波山ラジオ体操の会

ラジオ体操を続けて50年以上。
続ける難しさを学び、地域の絆を結ぶ

▲ 勉強会参加者による講話実習の様子（令和5年1月）

▲ 瀧口裕子さん（左）、水野隆則さん（中）、
 　佐々木佐久子さん（右）

▲ 節目の50年で「ラジオ体操優良団体等表彰」を表彰される ▲ 参加者が少ない雪の日の様子

さ さ き くさ こ

たきぐち ゆう こ

みず の たかのり

はなもと よし お

▲ 副会長の筆谷源之助さん（左）、青木克己さん（中）、
　 花本芳雄さん（右）
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